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挨　　　拶
早稲田大学 産業経営研究所所長 商学学術院教授　花　井　俊　介
　ご紹介いただきました産研の所長をしております花井と申します。よろしくお願いします。
　まず本日、このテーマに関心を持って会場に来ていただいた皆さんに、深く感謝したいと思いま
す。ありがとうございました。また、経営のトップにあって非常にお忙しい中、本日講師を引き受
けてくださいました三名の先生方にも深く感謝をしたいと思います。本当にどうもありがとうござ
いました。
　本日の「日本企業とアジアリージョナル戦略」というテーマは、先ほど大塚先生のほうからもお
話がありましたが、大変魅力的でホットなテーマだと思います。アジア市場はご承知のとおり、ア
ジア自体の経済成長があり、1990年代以降、輸出入でわが国にとっては最大のマーケットになって
います。現在の状況で言いますと、輸出は半分以上がアジアです。輸入は半分はいきませんが40％
は超えているという状況ですから、やはりアジアとの関係がものすごく重要になっているというこ
とは間違いありません。しかも人口でみても、世界の６割以上がアジアにいる。そしてさらに先ほ
ど言ったように、経済成長を通じて、単に人が増えているだけではなく、購買力としての市場がど
んどん厚みを増しています。そういう意味では、このアジア市場をどのように切り開いていくか、
これはここ10年以上、日本の企業にとってものすごく重要な問題だったし、また今後TPPなどい
ろいろな問題があるかもしれませんが、それでもアジア市場との関係をどのようにつくっていくの
かということは、多くの日本の企業にとって切実な問題、大変重要な問題になっていることは間違
いないと思います。
　本日は、どのようにアジア市場を切り開いてこられたかという実際のところを、三名の豪華な顔
ぶれの先生方に話していただけるということで、私自身どんなおもしろい話が聞けるのか、とても
楽しみにしています。これは、私だけではなく企業の方も同じだったようで、このフォーラムは事
前に申し込んでいただき参加していただくという形をとっていますが、事前申し込みで企業の方か
らの申し込みが非常に多かったわけです。やはり非常に関心が高いのだろう、恐らく今どういう話
が出てくるか、とても楽しみにされていると思っています。
　ですから、あまり長い無駄話をするのはやめにして、本題のフォーラムのほうへ移っていただけ
ればと思います。５時までという長丁場のフォーラムですが、コーディネータの太田先生、それか
らモデレータの池上先生、そして講師の先生方、ぜひよろしくお願いします。そして、会場の皆さ
んもぜひ積極的に参加をしていただければと思います。
　これで私の挨拶としたいと思います。どうもありがとうございました。
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